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 『
医
療
Ｄ
Ｘ
と
は
』 

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
医
療
従
事
者
の
不

足
、
医
療
費
の
増
加
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
厚
労
省
は
医

療
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
医
療
Ｄ
Ｘ
と
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
医
療
現
場
の
業
務
や
サ
ー

ビ
ス
を
改
善
し
、
医
療
の
質
や
効
率
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
で
す
。 

医
療
Ｄ
Ｘ
の
具
体
例
と
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
・
電

子
カ
ル
テ
の
普
及
・
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
・
電
子
処
方

箋
の
導
入
・
医
療
情
報
の
共
有
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
医
療
機
関
同
士
で
患
者
の
診
療
情

報
や
検
査
結
果
、
処
方
歴
な
ど
を
共
有
で
き
れ
ば

重
複
し
た
検
査
や
投
薬
を
防
ぎ
、
よ
り
適
切
な
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
災
害
時

や
旅
行
先
で
の
急
病
等
で
、
か
か
り
つ
け
以
外
の

医
療
機
関
に
受
診
し
た
場
合
で
も
治
療
の
継
続
が

容
易
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
通
院
が
困
難
な
高
齢
者
や
遠
隔

地
に
住
む
人
も
医
療
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
画
像
診
断
支
援
や
事
務

作
業
の
自
動
化
に
よ
り
、
医
療
従
事
者
の
負
担
軽

減
や
業
務
の
効
率
化
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

他
に
も
、
健
康
診
断
の
結
果
を
共
有
し
て
、
病
気
の

予
防
や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
と
い

っ
た
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
医
療
Ｄ
Ｘ
に
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
個
人
情
報
や
診
療
情
報
を
扱
う

た
め
、
情
報
漏
え
い
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
防
ぐ
た

め
の
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
維
持
に
は

費
用
が
か
か
り
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
み
具
合
に
差
が
あ
る
こ
と
も
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
操
作
に
不
慣
れ
な

患
者
さ
ん
な
ど
へ
の
配
慮
も
必
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
医
療
界
全
体
で
安
全
な
情
報
管
理
体
制
を
整

備
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
医
療
Ｄ
Ｘ
は
単
に
業
務

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
健
康
の
維
持

や
患
者
中
心
の
医
療
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
医

療
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す 

１１月に入り朝晩の冷え込みが少しずつ強くなってきました。これから冬に向けて気温が下がるにつ

れ、体調を崩しやすくなる季節です。寒い時期は室内外の温度差による身体への負担が大きくなります。

特に高齢の方は寒さを感じにくかったり、体温調節が難しくなったりすることもあるため、室温や衣類

などを調節し、無理なく過ごせる環境を整えることが大切です。また、冬は夏ほどノドの渇きを感じな

いため水分を摂る量が少なくなりがちです。こまめな水分補給を心がけ、食事や睡眠もしっかり取るこ

とで体調管理につなげていきましょう。そして、これからの季節はインフルエンザや感染性胃腸炎など

の感染症にも注意が必要です。手洗いや手指消毒、換気など日頃から出来る予防を大切にしたいですね。

私達介護職員も日々の関わりの中で「いつもと少し違う」という小さな変化を見逃さないよう一人一人

の体調に気を配りながら支援していきます。寒い季節を元気に乗り越えられるよう、皆さんも無理せず

身体をいたわりながらお過ごしください。 

 

１１月は寒暖差・日照時間の減少などにより自律神経が乱れやすくなります。自律神

経が乱れると、だるさが抜けない、肩こり・頭痛・腰痛の悪化、胃腸の不調などとい

った症状が出やすくなります。そんな１１月は本格的な冬に向けた「予防の月」とさ

れ、早めの対策が大切となります。天気の良い日にしっかりと日光浴をしたり、ココ

アや紅茶、生姜湯などで体内から身体を温める。また、軽いストレッチなどを行い、

血行を促すことで予防ができるとされているので、ぜひやって 

みてください。 

 

今月は３病棟の柳子さん（８２歳）です。柳子さんは台北市出身で、４人兄弟の４番目 

として生まれました。高校卒業後、労金で事務の仕事をしていました。２４歳の時にお 

見合い結婚され、２人のお子さんに恵まれました。ご長男さんのお話によると、「子供 

のためにいくつも仕事を掛け持ちして、１日中働いていて、自分の時間も無かったと思 

います。とにかく僕たちのために全エネルギーを使ってくれて、とても感謝しています。 

そんな忙しい中でもＮＨＫの朝ドラを時々みてはもらい泣きをしていたのが印象に残っ 

ています。」とお話してくれました。５１歳の時にご主人が入院されると、お見舞いや 

介護を懸命になさっていました。６６歳の時にご主人が亡くなり独居となり、７１歳の時に同じものを何度も

買う・イベントの日にちを間違えるといった症状が出始め、７２歳の時にアルツハイマー型認知症と診断され

ました。その後も独居を続けていましたが、７５歳の時に右大腿骨の骨折で入院された際、急激に認知症が進

行してしまい、自宅に戻るのは困難となり、グループホームに入所されました。７９歳の時には夜間不眠・帰

宅願望等認知症がさらに進行し、施設対応も困難となり令和５年１０月に当院に入院されました。入院当初は

自立歩行していましたが、入院から３年経過し最近は膝の痛みの悪化と身体機能の低下に伴い自力歩行が困

難となり、トイレ以外は車椅子に乗車し過ごすようになりました。また、食事の認知も乏しくなり声掛けをし

ないと食べるのをやめてしまい、「食事きていますよ、どうぞ」と声をかけると「わたしの（御飯）なの？嬉

しい、うふふ、」と穏やかに返答してくれますが食事の手は動かないことがあり、介助することもあります。 

                また、周囲の患者さんに対して「あんた何よ」と怒ってしまったりする時

は、こちらから「元気ですか？」と声掛けに「元気！元気！」と喜び、「声

かけてくれて嬉しい！」とポジティブに返答してくれて笑顔を見せてくれ

ることも多いです。レク活動は変わらず積極的に参加され柳子さんの素敵

な笑顔がたくさんみられてスタッフとして嬉しいです。これからも柳子さ

んらしく過ごせるよう支援していければと思います。 
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